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エラータム系及びベラ ドンナ系デルフィニウムの栽植様式が切 り花の

生産性及び品質に及ぼす影響
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1 1ま  じ め に

デルフイニウムは大きく三つのタイプに分けられ、大

型で八重咲きの花が密につくエラータム系、一重の花が

まばらにつく豊産性のベラドンナ系、一重の花がつき茎

がスプレー状に分枝した形状をもつシネンシス系があ

り、夏季冷涼な気象条件により品質が優れることから青

森県の花き振興品目の一つとなっている。栽植様式につ

いては慣行で株間・条間を25～ 30cm程度と広く取られる

ことが多く、単位面積あたりの生産性の向上が課題とな

っているが、これまで栽植様式と生産性については本県

において未検討であつた。今回、エラータム系Fl品種

及びベラドンナ系栄養繁殖性品種における栽植様式と生

産性について検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験 | デルフィニウムエラータム系 Fl品種の春播き夏

出し一回切り栽培における莉植様式の検討

(2002年、2003年 )

(1)供試品種 Flオーロラブルーインプ
(2)試験区

ア     10× 10   10条植 (6,250株/a)
8条植 (4,167株 /a)

試験‖ デルフィニウムベラドンナ系栄養繁殖性品種の
据え置き栽培における栽植様式の検討 (2001～ 2

002年 )

〈1)供試品種 フォルカフリーデン,ボールクライド
(2)試験区

ア

イ

ウ

エ

20× 20

25× 25

30× 30

植

植

植

条

条

条

(1,563株 /a)

(1,000株/a)

( 625彬 a)

ィ     12× 12
ウ     15× 15   6条植 (2,500株/a)
ェ     20× 20   5条植 (1,563株/a)

(3)耕種概要

1)栽培環境 青森県農林総合研究センターフラワーセ
ンター21あおもり内 硬質プラスチック
ハウス〈育苗)及びDK型パイプハウス(定

植)

2)播種月日 (2002年 )3月 4日  (2003年)2月 3日

3)定植月日 〈2002年)4月 16日 (2003年 )4月 22日

4)採花期  (2002年 )6月 28日 ～7月 20日

(2003年 )7月 8日 ～7月 20日

5)温度管理 無加温 (育苗時最低室温15℃ )
6)施肥量(kg/a)N:P20s:K20=1.0:10:10

(3)耕種概要

1)栽培環境 青森県農林総合研究センターフラワーセ
ンター21あおもり内 DK型パイプハウス

2)定植月日 2001年 5月 10日 (購入苗使用)

据え置きのまま栽培

3)採花期  (2001年 )7月 ～H月
(2002年 )4月 ～H月

4)温度管理 2001年 12月 25日 まで無加温、12月 26日か

ら最低室温5℃

5)施肥量(kg/a)N:P205:K20=10:10:10

3 試験結果及び考察

試験 | デルフィニウムエラータム系Fl品種の春播き
夏出し一回切り栽培における栽植様式の検討

切り花品質のうち、切り花長については2002年、2003

年で異なる傾向を示したものの、花穂長、切り花重につ

いては両年ともに栽植密度が高くなるにつれ減少した。

また下垂度については、両年とも栽植密度が高くなるに

つれ増加し軟弱になる傾向が見られた (表 1)。

規格別採花割合では栽植密度が高くなるにつれ L、 2

L規格の採花割合が減少し、規格外の採花割合が増加し

た。一方、単位面積 (a)当たりのL以上本数は、両年と

もに栽植密度が高くなるにつれ増加したが、株間10c血×

条間10m区 (2003年のみ実施)で減少に転じた (表 2)。

よって、栽植密度の限界は株間12c血×条間12cmと考えら

れた。

栽植様式 (う ね幅160cmう ち通路60cm)

区  株間 (cm)×条問 (cD
15X15

栽植様式 (うね幅160cmう ち通路60cm)

区  株間 (CD X条間 (Cm)
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表1 エラータム系Fl品種の春播き夏出し一回切り栽
培における切り花品質

網 ×畑  切り花浸 権  /1椛数 切り花重 薩

enl(cmD  (cml  (cD  《D   (g)  00

表2 エラータム系 Fl品種の春播き夏出し一回切り栽培
における規格別採花割合及び 単位面積 (a)当たりL
以上本数議

敏 靭′TT、選、灘
Lll上

本数
(本/a)(cm)(cm)(株/a)(月 /日 )

2002    12X12     118 8     54 5    43 6     89 3     10 2

15× 15  1159  654  475  1091   83
20× 20     110 5     69 3    48 6    144 1       5 7

25× 25  1018  690  479  1545   38
2003    10× 10     109 2     44 8    35 8     54 7     15 2

12× 12  H74  526  417  729  128
15× 15   H97   641  476   964   ■ 0
20× 20  1286  788  526  1472   90
25× 25  1230  854 552 1805  66

囲  12×12 4167 7/8 73 415 2■ 4 24 244 2躙
15×15 2aX1 7 5 33 ∞0 23 3 00 13 3 1rD83
21×211  1563 75 138 667 m0 00  0o 125tl
25×25 11XXl 

‐/1 00 m0 41 7 00 83 JXl
m“  lo× lo  62∞  714 71 175 868 37 349 1638
12× 12 416‐  712 141 391 130 00 338 2219
15× 15  251X  7■   96 

“

1  88 00 1&4 1819

"幼
 1563 78 85 4i0 75 00 20 1415

25メ25 1m 78 23 494 68 L9 00 917
注 下垂度 2002年 :切 り花中央部を水平に支持したと

きの主茎先端の角度

2003年 :最下位小花着生部を水平に支持し

たときの主茎先端の角度

試験‖ デルフィニウムベラドンナ系栄養繁殖性品種の
据え置き栽培における栽植様式の検討

ベラドンナ系の栄養繁殖性品種は組織培養苗の使用と

なり種苗費が高価であるため、株当たりの生産性につい

て比較したところ、株当たりの商品本数及び良品本数は

「フォルカフリーデンJ、 「ボールクライド」において栽

培一年目、栽培二年目、二か年の合計のいずれも株間30

cm×条間30cm区において最も多かつた (表 3)。

また、経営試算においても「フォルカフリーデン」、「ポ

ールクライドJともに株間30cm× 条間30cm区において最
も高い収益 (販売額一種苗費)が見込まれた (表 4)。

注 21´ :切り花長130cm以上、花聴長70cm以上 L:切 り花長
100cm以上、花穂長50cm以上 M :切り花長 70cm以上、
花穂長30cm以上 S:切 り花長 50cm以上、花徳長20cm以上
いずれも下垂度は2002年については15度未満、2003年につ

いては15度以下とした。

4ま  と  め

以上の結果から、デルフィニウムエラータム系 F:品種

の春播き夏出し一回切り栽培における栽植密度の限界

は、単位面積当たりのL以上本数から、株間 12c皿、条間
12cmと 考えられた。また、デルフィニウムベラドンナ系

栄養繁殖性品種の 2か年の据え置き栽培における栽植密

度は、株当たりの生産性でみた場合、株間30cn、 条間30

cmが適すると考えられた。

表3 ベラドンナ系栄養繁殖性品種の据え置き栽培における栽培 1、 2年 目の採花本数
栽 培 1年 目 栽 培 2年 目 合  計

品 種名  鷲T×秀聟そお lcnl 岬幣  甲撃 1商品本数   良品本数 商品本数    良品本数
ヽヽ"  ‐ヽ"     cL/彿       (4ウイ例0       (オウ/齢     Q/拗        6本/枡0      0卜/彿

フォルカフリーデン 15X15   15 0,750)09(2,2501   27(6,750)09(2,250)  42(10,500)18 14,500)
20× 20    32(5,002) 11(1,719)  35(5,471) 12(1,876)   67(10,473) 23 13,595)
25× 25    79(7,900) 19(1,900)  77 1i,700) 31 0.100)  166(15,600) 50(5,000)

示=,ラグシ「

~|:珊
一 鴇
-3冊 ―

‖ 咄 器 一
‐
引 受 淵 す

―
卜:P器 一 電|:―無 ギ31+椴 側 ;―

20× 20   15 0,345)09 0,407)  41(6,408)07(1,094)  56 0,753)16(2,501)
25× 25   25(2,500) 10(1,000)  72(7,200) 14(1,400)  97 0,700) 24(2,400)
30×30    51 0,188) 13 ( 813)   137 18,563) 30 (1,875)   188 (11,751) 43 (2,680

注  1
2

3

品 :切 り花長50cm以上、花穂長20cm以上

良品 :切 り花長70cm以 上、花穂長30cm以上

商品本数、良品本数の ()内 の数字は面積 (a)当 たり本数

株間×条間

(cm) (cml
:照
~憚
田

B)― (A)

15× 15      750      240   360    600        -150

20× 20   469   269  294  563      94
25× 25    300    392  432  824      524
30× 30      188      288   445    733         545             234     288   760   1,048         813

注
 : 種醤薯誌里綿 まフォルカフリーデンは300円 /株、ポールクライドは375円 /株で計算した。
3 
架魁ξ香憂警買貴量呑恵

'I婦

労9 Jl曽り:几キ| 
オルカフリーデン59円 /本、ボールクライド105円 /

カフリーデン40円 /本、ボールクライドは80円フイ蒼しぜ協 、
=轟撃黒〈査晶粟最予需緊こ薦斐

(商品本数―良品本数)で試算した。

418     758        -180

586     244   556     800         214

875     240   632     872         497
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